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「
眼
に
見
え
た
虱
」
の
〈
私
〉

―
―
〈
見
え
る
も
の
〉
と
〈
見
え
な
い
も
の
〉
―
―

松
　
村
　
　
　
良
　

は
じ
め
に

　
横
光
利
一
の
短
編
小
説
「
眼
に
見
え
た
虱
」
は
、
機
能
的
な
一
人
称
〈
私
〉
に
よ
っ
て
「
語
ら
れ
た
」
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
機

能
的
な
語
り
手
の
〈
私
〉
と
は
、
語
ら
れ
る
対
象
と
し
て
の
「
私
」
（
以
下
、
物
語
言
説
の
語
り
手
を
〈
私
〉、
物
語
内
容
の
語
ら
れ
る
対

象
を
「
私
」
と
区
別
す
る
）
と
時
間
的
・
空
間
的
・
身
体
的
連
続
性
を
必
ず
し
も
持
た
な
い
、
た
だ
a
私
b
と
い
う
記
号
の
同
一
性
に

よ
っ
て
の
み
結
び
つ
く
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
〈
私
〉
の
機
能
性
が
、
「
眼
に
見
え
た
虱
」
の
テ
ク
ス
ト
内
で
、
〈
見
え
る
も
の
／

見
え
な
い
も
の
〉
と
い
う
二
項
対
立
の
分
析
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
考
察
す
る
。
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１
、
一
人
称
小
説
と
し
て
の
「
眼
に
見
え
た
虱
」
の
位
置

　「
眼
に
見
え
た
虱
」
は
昭
和
三
年
一
月
「
文
芸
春
秋
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
河
出
書
房
新
社
版
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』（
以
下
、
『
全

集
』
と
略
す
）
第
一
六
巻
「
年
譜
」
（
保
昌
正
夫
編
）
に
よ
れ
ば
、
同
年
四
月
に
「
中
学
の
こ
ろ
の
旧
友
今
鷹
瓊
太
郎
を
訪
ね
て
、
上

海
に
渡
り
、
一
月
ほ
ど
滞
在
し
、
帰
国
。」
と
あ
る
。
そ
し
て
同
年
一
一
月
「
改
造
」
に
「
風
呂
と
銀
行
」（
あ
る
長
編
の
序
章
）
を

掲
載
、
以
後
断
続
的
に
、
の
ち
に
『
上
海
』
と
し
て
昭
和
七
年
七
月
改
造
社
よ
り
刊
行
さ
れ
る
、
最
初
の
長
編
小
説
を
発
表
し
始
め

る
。
こ
の
上
海
旅
行
及
び
『
上
海
』
の
執
筆
が
あ
い
だ
に
挟
ま
る
こ
と
―
―
つ
ま
り
『
上
海
』
以
前
の
作
品
で
あ
る
こ
と
―
―
か
ら
、

「
眼
に
見
え
た
虱
」
は
、
「
鳥
」
（
昭
和
五
年
二
月
「
改
造
」）
「
機
械
」
（
昭
和
五
年
九
月
「
改
造
」）
な
ど
の
一
人
称
形
式
の
作
品
と
は

一
般
的
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
文
体
の
違
い
（
章
分
け
や
改
行
、
会
話
部
分
の
取
扱
い
、
セ
ン
テ
ン
ス
の
長
さ
）
や
執
筆
時
期
（
二

年
以
上
の
開
き
が
あ
る
）
に
よ
る
が
、
「
眼
に
見
え
た
虱
」
と
「
鳥
」
の
あ
い
だ
に
一
人
称
形
式
の
作
品
は
な
い
。

　
さ
ら
に
「
眼
に
見
え
た
虱
」
は
、
ま
ず
昭
和
三
年
一
〇
月
改
造
社
発
行
『
新
選
横
光
利
一
集
』（『
新
選
名
作
集
』）
に
収
録
さ
れ
、

次
い
で
昭
和
四
年
七
月
平
凡
社
発
行
『
横
光
利
一
集
』（『
新
進
傑
作
小
説
全
集
』）
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
が
、
発
表
後
三
年
以
上
経

過
し
た
、
昭
和
六
年
四
月
白
水
社
発
行
『
機
械
』
に
も
、
三
た
び
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
白
水
社
版
『
機
械
』
に
収
め
ら
れ
た
短

編
八
編
の
う
ち
、
七
編
ま
で
が
一
人
称
小
説
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
横
光
利
一
は
明
ら
か
に
、
一
人
称
〈
私
〉
の
「
語
り
」
に
よ
る

小
説
の
特
性
に
注
目
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
白
水
社
版
『
機
械
』
に
、
三
年
以
上
も
前
の
作
品
「
眼
に
見
え
た
虱
」
を
再
録
し
た

こ
と
は
、
注
目
に
価
す
る
。

　
一
方
、
先
行
作
品
と
の
関
連
性
と
し
て
は
、
「
悲
し
み
の
代
価
」（
生
前
未
発
表
）「
愛
巻
」（
大
正
一
三
年
一
一
月
「
改
造
」、
の
ち
「
負
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け
た
良
人
」
と
改
題
・
改
稿
）
に
共
通
す
る
主
人
公
の
妻
の
名
前
「
辰
子
」
が
、
「
眼
に
見
え
た
虱
」
の
「
私
」
の
妻
の
名
前
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。
「
無
礼
な
街
」（
大
正
一
三
年
九
月
「
新
潮
」）
に
出
て
く
る
「
私
」
は
妻
に
逃
げ
ら
れ
た
男
と
い
う
設
定
だ
が
、
「
眼

に
見
え
た
虱
」
で
は
、
三
年
前
に
別
れ
た
妻
が
「
私
」
の
家
へ
戻
っ
て
来
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
「
眼
に
見
え
た
虱
」
の

直
前
に
書
か
れ
た
「
皮
膚
」（
昭
和
二
年
一
一
月
「
改
造
」）
の
結
末
で
、
主
人
公
の
梶
と
伯
爵
夫
人
と
の
情
事
を
眺
め
て
い
る
夫
の
伯

爵
の
姿
を
、
梶
が
鏡
の
中
に
発
見
す
る
場
面
が
あ
る
が
、
「
眼
に
見
え
た
虱
」
で
も
妻
が
「
私
」
の
隣
室
で
客
を
取
る
の
を
「
私
」

が
眺
め
る
「
実
験
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
眼
に
見
え
た
虱
」
の
物
語
世
界
が
、
「
悲
し
み
の
代
価
」
を
嚆
矢
と
す
る
妻
の
不
貞
に

苦
悩
す
る
夫
を
描
い
た
作
品
群
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
は
疑
い
な
く
、
さ
ら
に
そ
れ
は
「
鳥
」
へ
と
連
結
す
る
。
こ
こ
で
も
、
「
眼

に
見
え
た
虱
」
と
「
鳥
」
と
の
間
に
は
連
続
性
が
見
ら
れ
る
。

　
曽
根
博
義
氏
に
よ
れ
ば
、
「
川
端
が
一
人
称
小
説
を
得
意
と
す
る
抒
情
的
聴
覚
型
の
作
家
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
横
光
は
三
人
称

小
説
を
得
意
と
す
る
叙
事
的
視
覚
型
の
作
家
で
あ
っ
た
」。（

1
）

こ
の
こ
と
は
『
全
集
』
第
一
・
二
巻
所
収
作
品
六
八
編
（
参
考
作
品

も
含
む
）
の
う
ち
、
一
人
称
で
書
か
れ
た
も
の
が
一
五
編
（
約
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。（

2
）

少

な
く
と
も
大
正
一
四
年
の
時
点
で
、
横
光
は
意
図
的
に
三
人
称
小
説
を
指
向
し
て
い
た
。（

3
）

そ
れ
が
一
人
称
小
説
へ
と
方
向
転
換
す

る
の
が
、
「
鳥
」
や
「
機
械
」
が
書
か
れ
た
昭
和
五
年
だ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
方
向
転
換
の
前
兆
と
し
て
「
眼
に
見
え
た
虱
」

を
位
置
づ
け
て
み
た
い
。（

4
）
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２
、
「
眼
に
見
え
た
虱
」
の
構
成

　「
眼
に
見
え
た
虱
」
は
〈
一
〉
か
ら
〈
二
十
六
〉
ま
で
の
章
に
分
か
れ
て
い
る
。
各
章
は
線
条
的
に
連
続
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

「
私
」
と
他
の
登
場
人
物
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
幾
つ
か
の
物
語
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
こ
れ
を
物
語
ご
と
に
ま
と
め
て
並
べ
て

み
る
。
（
《
冒
頭
》
お
よ
び
《
解
剖
科
》
以
外
の
物
語
を
、
関
わ
り
を
持
つ
登
場
人
物
の
名
前
で
分
類
す
る
）

《
冒
頭
》

〈
一
〉
避
暑
期
の
都
会
の
中
の
「
私
」
の
動
作
。

《
女
優
Ｓ
》

〈
四
〉
泥
溝
を
眺
め
て
い
て
、
女
優
の
Ｓ
に
声

を
掛
け
ら
れ
た
「
私
」。

《
辰
子
》

〈
二
〉
「
私
」
と
辰
子
の
再
会
。

《
Ｈ
》

〈
三
〉
Ｈ
と
果
物
店
の
喫
茶
室
で
話
す
。

　

　

　《
解
剖
科
》

〈
五
〉
Ｈ
の
世
話
で
大
学
の
解
剖
科
に
務
め
る
。

「
私
」
と
同
じ
顔
の
死
人
を
見
る
。

←

←
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〈
十
二
〉
Ｓ
と
葉
子
に
出
会
っ
た
「
私
」。

〈
六
〉
辰
子
の
帰
宅
。

　
　
　

〈
八
〉
辰
子
の
不
貞
に
対
す
る
「
私
」
の
思
い
。

〈
九
〉
再
び
始
ま
っ
た
辰
子
と
の
生
活
。

〈
十
〉
辰
子
と
の
対
話
１
。

〈
十
一
〉
辰
子
と
の
対
話
２
。

〈
十
四
〉
警
官
の
来
訪
。

〈
十
五
〉
検
束
か
ら
帰
っ
て
来
た
辰
子
。
　

〈
十
六
〉
辰
子
を
金
で
買
う
「
私
」。

〈
十
八
〉
辰
子
が
客
を
取
る
の
を
「
私
」
が
見

る
「
実
験
」
の
提
案
。

〈
十
九
〉
「
実
験
」
の
実
行
。

〈
二
十
〉
砒
素
に
よ
る
「
殺
し
合
い
」
の
提
案
。

〈
七
〉
Ｈ
と
酒
を
飲
む
。

〈
十
三
〉
Ｏ
橋
の
上
の
乞
食
の
死
体
を
め
ぐ
る

話
。

《
Ｋ
博
士
》

〈
十
七
〉
標
本
室
で
の
Ｋ
博
士
と
の
出
会
い
。

「
私
」
は
創
作
を
書
く
よ
う
依
頼
さ
れ
る
。

←

←

←

←

←←

←
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《Ｓ子》

〈二十六〉Ｓ子と「私」の対話。「私」

は「眼に見えぬ虱」を射殺せねばと思う。
〈二十一〉砒素をめぐる「私」と辰子の

様子。

〈二十三〉砒素を捨てたことによる「私」

と辰子の夜中の「芝居」。

〈二十四〉創作「眼に見えた虱」の広告

を見て、「私」の「出世」と引換えに辰

子は出ていくと言う。

〈二十二〉創作「眼に見えた虱」をＫ博

士に見せた後、「私」は急変する。帰っ

て砒素を捨てる。

〈二十五〉辰子の家出の後、創作「眼に

見えた虱」の新聞の批評を見て「私」は

憂鬱になる。解剖室の掃除をする「私」。

←

↑

←

←
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こ
れ
ら
の
中
で
中
心
と
な
る
の
は
《
辰
子
》
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ
り
、
そ
れ
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
《
Ｋ
博
士
》
と
の

間
の
物
語 

―
― 

作
中
作
と
し
て
の
「
眼
に
見
え
た
虱
」（
以
下
こ
れ
を
【
眼
に
見
え
た
虱
】
と
表
記
す
る
）
の
執
筆 

―
―
が
あ
る
。

そ
の
《
Ｋ
博
士
》
と
の
物
語
は
、
そ
れ
以
前
の
《
解
剖
科
》
に
関
す
る
物
語
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
そ
し
て
《
解
剖
科
》
に
関
す

る
物
語
の
最
初
に
、
「
Ｈ
の
世
話
で
大
学
の
解
剖
科
へ
務
め
出
し
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
《
Ｈ
》
と
の
物
語
と
も
結
び
つ
く
。

　
他
方
、
《
冒
頭
》
に
お
け
る
物
語
と
も
つ
か
ぬ
〈
私
〉
の
語
り
は
、
直
接
的
に
は
ど
こ
に
も
結
び
つ
か
な
い
。
ま
た
、
〈
四
〉

〈
十
二
〉
に
の
み
登
場
す
る
《
女
優
Ｓ
》
と
の
物
語
も
、
他
の
部
分
と
独
立
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
「
女
優
Ｓ
」
と
、
〈
二
十
六
〉

に
出
て
く
る
「
Ｓ
子
」
と
が
、
同
一
人
物
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
の
で
、
結
末
の
《
Ｓ
子
》
と
の
物
語
も
ま
た
独
立
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
物
語
内
容
に
お
い
て
は
傍
系
に
属
す
る
が
、
特
に
《
冒
頭
》
と
《
Ｓ
子
》
の
結
末
の
部
分
は
、
〈
私
〉

の
語
り
の
機
能
性
を
指
摘
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　
次
の
３
章
で
は
、
ａ
《
辰
子
》
と
ｂ
《
Ｋ
博
士
》
の
二
つ
の
物
語
に
絞
っ
て
、
こ
れ
ら
の
物
語
を
〈
見
え
る
も
の
／
見
え
な
い

も
の
〉
と
い
う
二
項
対
立
を
も
と
に
分
析
す
る
。
「
眼
に
見
え
た
虱
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
〈
私
〉
の
眼
に
「
見
え
る

（
見
え
な
い
）」
こ
と
は
、
〈
私
〉
の
語
り
に
お
け
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
次
の
４
章

で
は
、
《
冒
頭
》
及
び
《
Ｓ
子
》
の
結
末
部
を
手
が
か
り
に
、
〈「
眼
に
見
え
た
虱
」
／
「
眼
に
見
え
ぬ
虱
」〉
と
い
う
、
こ
の
テ

ク
ス
ト
全
体
を
統
括
す
る
〈
私
〉
の
語
り
の
機
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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３
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
〈
見
え
る
も
の
／
見
え
な
い
も
の
〉

　
ａ
《
辰
子
》

　
辰
子
は
、
２
章
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
〈
二
〉
〈
六
〉
〈
八
〉
〈
九
〉
〈
十
〉
〈
十
一
〉
〈
十
四
〉
〈
十
五
〉
〈
十
六
〉
〈
十
八
〉

〈
十
九
〉〈
二
十
〉〈
二
十
一
〉〈
二
十
三
〉〈
二
十
四
〉
の
一
五
章
に
わ
た
っ
て
登
場
す
る
。
（
た
だ
し
〈
十
四
〉
は
明
ら
か
に
《
辰
子
》

に
関
わ
る
物
語
だ
が
、
警
察
に
「
検
束
」
さ
れ
て
い
る
の
で
登
場
は
し
な
い
）
こ
の
一
五
章
は
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

①
〈
二
〉
か
ら
〈
十
一
〉
ま
で
の
六
章
。
「
私
」
が
辰
子
と
再
会
し
て
か
ら
、
再
び
一
緒
に
生
活
を
始
め
る
ま
で
。

②
〈
十
四
〉
か
ら
〈
二
十
一
〉
ま
で
の
七
章
。
警
察
の
「
検
束
」
に
よ
っ
て
、
辰
子
の
売
春
が
二
人
の
間
に
露
呈
し
、
以
後

「
私
」
は
「
金
を
払
つ
て
彼
女
の
身
体
を
買
」
っ
た
り
、
「
辰
子
が
私
の
隣
室
で
客
を
と
る
と
云
ふ
実
験
」
を
し
た
り
、
「
砒

素
を
机
の
中
に
入
れ
」
て
「
俺
が
飲
ま
さ
れ
る
か
お
前
が
飲
ま
さ
れ
る
か
」
と
い
っ
た
状
況
に
な
る
ま
で
。

③
〈
二
十
三
〉
〈
二
十
四
〉
の
二
章
。
「
私
」
が
砒
素
を
捨
て
た
の
を
飲
ん
だ
と
思
っ
た
辰
子
が
、
剃
刀
で
自
殺
を
図
ろ
う
と

す
る
。
そ
の
後
、
何
ご
と
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
「
私
」
の
「
出
世
」
に
対
し
て
辰
子
が
「
お
祝
ひ
に
あ
た
し
が
こ
こ

か
ら
出
て
い
く
わ
。」
と
宣
言
す
る
ま
で
。
（
次
の
〈
二
十
五
〉
で
は
辰
子
は
「
私
の
留
守
に
家
出
」
し
て
物
語
世
界
内
か

ら
姿
を
消
す
）

　
①
か
ら
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
〈
二
〉
で
「
前
を
歩
い
て
い
く
女
」
が
「
私
の
別
れ
た
妻
で
あ
つ
た
」
と
気
付
く
直
前
に
、

〈
私
〉
は
何
故
か
「
私
は
深
海
の
魚
が
空
中
に
上
げ
ら
れ
る
と
、
今
ま
で
海
水
の
重
力
に
抵
抗
し
て
ゐ
た
内
部
の
圧
力
で
、
破
裂
す
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る
と
云
ふ
素
晴
ら
し
い
光
景
を
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。」
と
語
っ
て
い
る
。
続
い
て
〈
私
〉
は
過
去
の
辰
子
に
つ
い
て
語
る
。

　
私
は
彼
女
と
一
緒
に
生
活
を
し
て
ゐ
る
と
き
、
彼
女
の
内
部
を
確
実
に
見
て
と
つ
た
の
は
た
つ
た
口
の
中
三
寸
ま
で
の
深
さ

だ
け
だ
つ
た
。
そ
の
奥
は
い
つ
も
真
暗
で
見
え
な
か
つ
た
の
を
覚
え
て
ゐ
る
。
そ
の
た
め
彼
女
を
一
日
に
一
度
は
曲
者
だ
と
思

ふ
習
慣
が
つ
い
て
ゐ
た
。
が
、
今
は
、
私
は
彼
女
の
そ
の
内
部
か
ら
何
物
を
も
貰
ひ
た
い
と
は
思
は
な
い
。（

5
）
（
傍
線
引
用
者
、

以
下
同
じ
）

　
以
前
の
辰
子
は
「
内
部
」
の
見
え
な
い
存
在
だ
っ
た
。
一
方
、
〈
私
〉
の
心
的
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
「
深
海
の
魚
が
空
中
に
上
げ
ら

れ
て
」「
破
裂
す
る
」
の
を
「
素
晴
ら
し
い
光
景
」
だ
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
〈
見
え
な
い
も
の
〉
が
〈
見
え
る
も
の
〉
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
だ
。
〈
私
〉
は
〈
見
え
る
も
の
〉
を
求
め
て
い
る
。
だ
か
ら
今
、
辰
子
の
「
そ
の
内
部
か
ら
何
物
を
も
貰
ひ
た
い
と
は

思
は
な
い
」。
よ
っ
て
〈
私
〉
は
辰
子
の
〈
見
え
る
も
の
〉
と
し
て
の
肉
体
、
「
彼
女
の
膝
に
流
れ
て
ゐ
る
下
等
な
表
情
か
ら
」
の

み
「
過
去
を
考
へ
て
」
い
た
。

　〈
私
〉
の
こ
の
姿
勢
は
、
〈
六
〉
で
留
守
中
に
辰
子
が
「
私
の
家
」
に
居
て
も
「
今
も
私
は
黙
つ
て
彼
女
を
見
て
ゐ
て
や
ら
う
」
と

思
っ
た
り
、
〈
八
〉
で
「
わ
れ
わ
れ
の
い
か
な
る
肉
体
が
、
そ
の
器
官
を
売
ら
ず
に
金
を
買
う
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ら
う
か
」
と
、
辰

子
の
売
春
を
肯
定
す
る
の
と
、
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
小
森
陽
一
氏
は「
眼
に
見
え
た
虱
」に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
商
品
と
し
て
の
人
間
の
価
値
が
、
「
眼
に
見
え
な
い
」
意
識
や
心
理
＝
精
神
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
眼
に
見
え
た
」

モ
ノ
と
し
て
の
身
体
、
し
か
も
そ
の
〈
人
間
性
〉
を
剥
奪
さ
れ
た
死
体
や
分
節
化
さ
れ
た
器
官
に
見
出
さ
れ
る
の
だ
、
と
い
う

横
光
な
り
の
、
資
本
主
義
的
関
係
に
組
み
こ
ま
れ
た
人
間
に
つ
い
て
の
認
識
が
こ
こ
に
は
あ
る
。（

6
）

　「
眼
に
見
え
た
虱
」
の
「
私
」
に
対
す
る
〈
私
〉
の
自
己
規
定
、
「
勿
論
、
私
は
私
を
『
眼
に
見
え
た
虱
』
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
」
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〈
五
〉
の
意
味
を
、
現
段
階
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「『
眼
に
見
え
た
』
モ
ノ
と
し
て
の
身
体
」
＝
「
私
」（
及
び
あ
ら
ゆ
る
人
間
）
と

捉
え
て
お
こ
う
。
こ
の
認
識
で
自
己
を
統
一
で
き
れ
ば
、
「
私
は
最
早
や
い
か
な
る
こ
と
に
も
興
奮
し
な
い
」「
人
間
を
鱈
だ
と
思
ふ
」

〈
五
〉
よ
う
に
な
り
、
辰
子
に
対
し
て
も
、
「
愛
」
も
「
嫉
妬
」
も
一
切
感
じ
な
く
な
る
筈
で
あ
る
。

　
だ
が
、
実
際
に
は
語
り
手
の
〈
私
〉
は
し
ば
し
ば
こ
の
認
識
を
逸
脱
し
て
し
ま
う
。

「
だ
つ
て
、
ま
た
帰
つ
て
来
た
ぢ
や
な
い
の
。」

「
い
や
、
昔
か
ら
、
帰
つ
て
来
た
奴
に
は
ろ
く
な
奴
が
な
い
も
ん
だ
。」

　
す
る
と
、
私
は
打
た
れ
た
や
う
に
悲
し
く
な
つ
た
。
私
は
彼
女
を
愛
し
て
ゐ
た
の
だ
。
昔
か
ら
。
そ
れ
に
、
今
は
。

　
私
は
辰
子
を
ひ
つ
ぱ
り
廻
し
て
最
後
に
橋
の
上
ま
で
や
つ
て
来
た
。
二
人
は
欄
干
に
肱
を
つ
い
て
橋
の
下
の
泥
溝
を
じ
つ
と

眺
め
て
ゐ
た
。
〈
十
一
〉

　〈
私
〉
は
「
私
」
の
、
「
悲
し
く
な
つ
た
」「
愛
し
て
ゐ
た
」
内
面
を
語
っ
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
、
「
泥
溝
を
じ
つ
と
眺
め
て
ゐ

た
」
姿
を
語
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
「
泥
溝
」
を
見
る
「
私
」
は
、
〈
四
〉
に
も
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
〈
見
え
な
い
も
の
〉
に
沈
黙

す
る
「
私
」
の
姿
で
あ
る
。
「
泥
溝
」
を
見
な
が
ら
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
語
ら
な
い
こ
と
で
、
〈
私
〉
は
「
私
」
の
中
に
、
〈
見

え
な
い
も
の
〉
の
存
在
を
逆
照
射
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
眼
に
見
え
た
虱
」
と
い
う
自
己
規
定
と
、
「
泥
溝
」
に
お
け
る
沈
黙
は
、

〈
私
〉
の
語
り
の
中
で
矛
盾
す
る
。

　
②
に
お
い
て
は
、
〈
私
〉
は
辰
子
を
「
眼
に
見
え
た
」
モ
ノ
と
し
て
の
身
体
と
し
て
扱
う
「
楽
し
み
」
を
、
繰
り
返
し
語
っ
て
い

る
。

　
私
は
夕
食
を
と
る
と
き
、
辰
子
の
崩
れ
た
身
体
に
客
の
や
う
な
秋
波
を
送
り
な
が
ら
眺
め
て
ゐ
た
。
私
の
楽
し
み
は
最
早
や
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こ
ん
な
所
ま
で
進
ん
で
ゐ
た
。
間
も
な
く
、
私
は
金
を
払
つ
て
彼
女
の
身
体
を
買
ふ
だ
ら
う
。
そ
の
と
き
、
彼
女
は
私
に
向
つ

て
ど
ん
な
顔
を
す
る
で
あ
ら
う
か
。
私
の
楽
し
み
は
日
日
新
し
く
増
し
て
行
く
の
だ
。
〈
十
五
〉

　
私
は
私
の
楽
し
み
が
、
再
び
こ
こ
ま
で
来
て
ゐ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
最
早
や
私
は
彼
女
に
だ
け
は
い
か
な
る
こ
と
を
し

て
も
良
い
の
で
あ
る
。
絶
対
の
権
利
、
こ
の
愉
快
な
幸
福
が
、
突
然
不
潔
な
二
人
の
塊
り
の
中
か
ら
爽
か
に
浮
き
出
し
て
来
た

の
で
あ
る
。
私
は
此
の
次
に
は
何
を
す
る
だ
ら
う
。
さ
う
し
て
そ
の
次
は
、
そ
の
ま
た
次
は
、
私
は
私
の
興
味
の
展
開
し
て
行

く
自
由
の
深
さ
に
対
し
て
今
は
新
鮮
な
恐
怖
を
さ
へ
感
じ
て
来
た
。
〈
十
六
〉

「
ぢ
や
、
あ
た
し
の
す
る
こ
と
は
、
何
ん
で
も
あ
な
た
の
役
に
立
つ
の
ね
。」

「
う
む
、
さ
う
だ
。
だ
か
ら
お
前
は
俺
の
云
ふ
こ
と
な
ら
、
何
で
も
き
く
や
う
に
し
て
ゐ
て
く
れ
。」

　
私
の
愉
楽
は
生
活
の
中
で
、
最
早
や
毛
物
の
や
う
に
充
ち
満
ち
て
行
く
ば
か
り
で
あ
る
。
〈
十
八
〉

　
だ
が
、
こ
れ
ら
の
「
楽
し
み
」
「
愉
快
な
幸
福
」
「
愉
楽
」
は
、
「
辰
子
が
私
の
隣
室
で
客
を
と
る
と
云
ふ
実
験
」
〈
十
八
〉
を
実

行
に
移
し
た
結
果
、
い
と
も
簡
単
に
崩
れ
て
し
ま
う
。
と
言
う
の
も
、

　
私
は
白
状
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
彼
女
の
そ
の
毒
々
し
い
嬌
傲
な
色
香
に
対
し
て
嫉
妬
を
感
じ
出
し
た
の
だ
。

　
私
は
明
ら
か
に
彼
女
と
の
対
立
で
は
敗
北
し
た
。
す
る
と
、
不
意
に
私
は
標
本
室
の
毒
婦
の
身
体
の
や
う
に
、
彼
女
の
内
臓

を
分
裂
さ
せ
て
み
た
い
欲
望
を
感
じ
て
来
た
。
〈
十
九
〉

　「
眼
に
見
え
た
」
モ
ノ
と
し
て
の
身
体
（
＝
辰
子
の
客
を
と
る
様
子
）
へ
の
「
嫉
妬
」
と
は
、
こ
の
「
実
験
」
を
通
じ
て
必
然
的
に



「眼に見えた虱」の〈私〉（松村）　

― 182 ―

〈
私
〉
に
〈
見
え
る
も
の
〉
な
の
だ
っ
た
。
「
私
は
そ
の
と
き
の
私
の
精
神
が
肉
体
の
中
で
、
い
か
な
る
推
移
を
始
め
る
か
」〈
十
八
〉

を
、
肉
体
の
中
で
推
移
す
る
精
神
を
〈
見
え
る
も
の
〉
と
し
て
語
る
こ
と
が
、
こ
の
時
の
〈
私
〉
の
目
的
で
あ
り
、
そ
の
結
果
抽
出

さ
れ
た
「
嫉
妬
」
を
辰
子
に
感
じ
な
く
な
る
に
は
、
も
は
や
現
実
に
「
標
本
室
の
毒
婦
の
身
体
の
や
う
に
、
彼
女
の
内
臓
を
分
裂
さ

せ
」
る
こ
と
、
つ
ま
り
辰
子
を
殺
害
し
、
そ
の
死
体
の
前
に
「
私
」
を
立
た
せ
て
み
る
よ
り
な
い
の
で
あ
る
。
「
深
海
の
魚
」
の

「
破
裂
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
始
ま
っ
た
〈
私
〉
の
〈
見
え
る
も
の
〉
へ
の
指
向
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
〈
二
十
〉
の
「
砒
素
」
に
ま

で
結
び
つ
い
て
行
く
。
だ
が
、
結
局
「
私
」
は
辰
子
を
殺
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
こ
で
生
じ
た
〈
私
〉
の
意
識
の
変
化
に
つ
い
て

は
、
ｂ
《
Ｋ
博
士
》
の
と
こ
ろ
で
改
め
て
考
察
す
る
。

　
③
で
は
、
も
は
や
〈
私
〉
は
辰
子
を
「
眼
に
見
え
た
」
＝
モ
ノ
と
し
て
の
身
体
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

「
ぢ
や
、
女
て
云
ふ
も
の
は
、
俺
が
か
う
な
る
と
出
て
行
く
も
の
か
。」

「
そ
れ
や
そ
ん
な
も
の
だ
わ
。
だ
つ
て
、
あ
た
し
は
も
う
汚
い
わ
。
あ
な
た
か
ら
嫌
は
れ
な
い
う
ち
に
、
行
か
な
く
ち
や
、」と

彼
女
は
云
ふ
と
、
ぼ
ん
や
り
落
ち
つ
い
て
煙
草
を
吸
つ
た
。

　
い
つ
た
い
何
が
辰
子
を
こ
ん
な
に
も
美
し
く
洗
濯
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
此
の
見
え
ざ
る
洗
濯
屋
は
私
で
あ
つ
た
の
か
。
だ

が
私
は
彼
女
に
と
っ
て
は
惨
忍
冷
酷
な
良
人
で
あ
つ
た
。
〈
二
十
四
〉

　
傍
線
部
の
「
美
し
く
洗
濯
」
さ
れ
た
も
の
と
は
、
最
初
「
彼
女
の
そ
の
内
部
か
ら
何
物
を
も
貰
ひ
た
い
と
は
思
は
な
い
」
と
〈
私
〉

が
語
っ
て
い
た
、
そ
の
辰
子
の
「
内
部
」
で
あ
っ
て
、
し
か
も
彼
女
を
「
眼
に
見
え
た
」
＝
モ
ノ
と
し
て
の
身
体
と
し
か
見
な
い

A
A

A
A

「
惨
忍
冷
酷
な
良
人
」
の
「
私
」
が
、
実
は
「
見
え
ざ
る
洗
濯
屋
」
だ
っ
た
の
だ
と
〈
私
〉
は
気
付
い
て
し
ま
う
。
し
か
も
、
突
然

出
て
行
く
と
い
う
辰
子
の
「
内
部
」
は
、
相
変
わ
ら
ず
〈
私
〉
に
と
っ
て
〈
見
え
な
い
も
の
〉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
私
」
と
辰
子
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と
の
関
係
を
〈
見
え
る
も
の
〉
と
し
て
（
モ
ノ
化
し
た
身
体
を
め
ぐ
る
言
説
と
し
て
）
〈
私
〉
が
語
ろ
う
と
し
た
結
果
は
、
逆
に
〈
見
え

な
い
も
の
〉
と
し
て
の
辰
子
の
内
部
を
「
美
し
く
洗
濯
」
し
た
、
「
見
え
ざ
る
洗
濯
屋
」
と
し
て
の
〈
私
〉
を
語
っ
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
〈
見
え
る
も
の
〉
の
追
求
が
〈
見
え
な
い
も
の
〉
の
顕
在
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
「
眼
に

見
え
た
虱
」
の
〈
私
〉
の
語
り
の
特
徴
が
、
こ
の
《
辰
子
》
と
の
物
語
を
通
し
て
見
出
せ
る
。

ｂ
《
Ｋ
博
士
》

　
こ
こ
で
は
作
中
作
で
あ
る
【
眼
に
見
え
た
虱
】
の
テ
ク
ス
ト
内
で
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
。
「
エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
心
理
学
の

中
か
ら
抜
萃
し
た
」
結
句
以
外
は
、
こ
の
【
眼
に
見
え
た
虱
】
の
内
容
は
直
接
読
者
の
眼
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
〈
十
八
〉

で
〈
私
〉
は
、
「
辰
子
が
私
の
隣
室
で
客
を
と
る
と
云
ふ
実
験
」
に
お
い
て
、
「
私
は
そ
の
と
き
の
私
の
精
神
が
肉
体
の
中
で
、
い

か
な
る
推
移
を
始
め
る
か
そ
れ
を
一
つ
如
実
に
博
士
へ
報
告
し
よ
う
と
考
へ
つ
い
た
。
そ
れ
に
は
私
は
辰
子
と
私
と
の
関
係
に
つ
い

て
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
と
〈
二
十
五
〉
の
【
眼
に
見
え
た
虱
】
に
対
す
る
「
新
聞
の
批
評
」
を
参
照

す
る
限
り
で
は
、
【
眼
に
見
え
た
虱
】
は
〈
二
十
一
〉
ま
で
の
、
前
章
で
分
析
し
た
《
辰
子
》
と
の
物
語
に
、
ほ
ぼ
重
ね
合
わ
せ
て

よ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
心
は
、
当
然
「
私
の
精
神
が
肉
体
の
中
で
、
い
か
な
る
推
移
を
始
め
る
か
」
に
あ
る
。

　
小
森
氏
は
、
前
出
の
引
用
部
に
続
い
て
、
「
眼
に
見
え
た
虱
」
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
関
心
の
中
心
は
、
「
私
の
精
神
が
肉
体
の
中
で
、
い
か
な
る
推
移
を
始
め
る
か
」と
い
う
、
い

わ
ば
個
体
に
お
け
る
、
精
神
と
肉
体
の
か
か
わ
り
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
モ
ノ
化
さ
れ
た
身
体
も
、
性
欲
や
金
銭
欲
と

い
っ
た
、
個
的
な
欲
動
の
対
象
と
し
て
意
味
変
換
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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だ
が
こ
の
評
言
は
、
作
中
の
「
私
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
【
眼
に
見
え
た
虱
】
に
は
当
て
は
ま
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
す
る

〈
私
〉
の
語
り
を
主
眼
と
し
た
「
眼
に
見
え
た
虱
」
に
は
、
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
モ
ノ
化
さ
れ
た
身
体
」
を

「
個
的
な
欲
動
の
対
象
と
し
て
意
味
変
換
」
し
続
け
た
末
に
、
「
モ
ノ
化
さ
れ
た
身
体
」
の
モ
ノ
化
、
す
な
わ
ち
究
極
的
な
「
殺
意
」

へ
と
意
味
変
換
し
た
（
し
か
も
そ
の
「
殺
意
」
は
、
「
机
の
中
の
砒
素
」
と
し
て
〈
見
え
る
も
の
〉
と
な
っ
て
い
る
）
の
は
、
【
眼
に
見
え
た

虱
】
の
作
者
と
し
て
の
「
私
」
（
勿
論
そ
れ
は
〈
私
〉
と
二
重
化
さ
れ
て
い
る
）
な
の
だ
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
「
眼
に
見
え
た
虱
」
の

〈
二
十
一
〉
の
最
後
「
二
人
は
白
刃
の
先
端
が
カ
チ
リ
と
触
れ
合
つ
た
刹
那
の
や
う
に
、
黙
つ
て
ど
ち
ら
も
眼
を
閉
ぢ
た
。」ま
で
に
、

封
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
「
私
」
で
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
は
こ
こ
か
ら
【
眼
に
見
え
た
虱
】
に
と
っ
て
は
未
知
の
物
語
を
語
り
出
す
。

つ
ま
り
こ
こ
で
「
私
」
が
作
中
作
の
【
眼
に
見
え
た
虱
】
を
書
き
上
げ
た
時
点
で
、
そ
れ
を
書
い
た
「
私
」
は
、
「
眼
に
見
え
た
虱
」

の
テ
ク
ス
ト
総
体
の
語
り
手
〈
私
〉
と
は
、
連
続
性
を
持
た
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
文
字
通
り
、
テ
ク
ス
ト
総
体
の
語
り
手

〈
私
〉
は
、
そ
れ
ま
で
寄
り
添
っ
て
い
た
「
私
」
を
、
カ
ッ
コ
に
括
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　〈
二
十
二
〉
に
お
い
て
、
「
か
く
急
変
し
た
私
」
を
、
〈
私
〉
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　“H
e w

hose eye is so keen that he sees the dead in the grave no longer sees the flow
ers bloom

ing.”

　
実
に
此
の
悲
壮
な
句
は
私
を
此
の
世
か
ら
救
つ
て
く
れ
た
と
同
様
だ
つ
た
。
虚
栄
心
と
云
ふ
も
の
は
有
り
難
い
。
Ｋ
博
士
は

私
を
呼
ぶ
と
、
「
眼
に
見
え
た
虱
」
を
知
人
の
あ
る
雑
誌
編
輯
者
に
紹
介
し
よ
う
と
云
つ
て
く
れ
た
。
そ
の
時
博
士
は
最
後
の

句
の
こ
と
を
話
し
て
私
に
云
つ
た
。
「
君
は
エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
読
ん
だ
か
ね
。
あ
の
最
後
は
、
一
寸
僕
に
あ
た
つ
て
ゐ
る
ね
。」

「
い
え
、
あ
れ
は
僕
自
身
に
云
つ
た
ん
で
す
。」

「
い
や
、
ま
ア
そ
れ
は
い
い
が
、
も
う
君
も
あ
ま
り
死
人
を
見
な
い
や
う
に
心
掛
け
な
い
と
、
花
は
い
つ
ま
で
た
つ
た
つ
て
咲
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か
な
い
よ
。」
と
博
士
は
笑
つ
て
云
つ
た
。

　
私
は
逆
襲
さ
れ
た
の
だ
。
だ
が
、
此
の
逆
襲
ほ
ど
私
に
光
明
を
与
へ
て
く
れ
た
こ
と
は
ま
た
と
あ
ら
う
か
。
私
は
此
の
と
き

か
ら
、
死
が
俄
に
恐
ろ
し
く
な
り
出
し
た
の
だ
。
私
は
厭
世
主
義
に
つ
い
て
簡
単
明
瞭
な
答
へ
を
云
ふ
。

「
そ
れ
は
、
光
明
が
な
い
か
ら
だ
。」
と
。

　
エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
引
用
は
、
「
大
変
鋭
い
眼
を
し
て
い
る
の
で
、
『
墓
の
中
の
死
者
に
は
も
う
、
花
が
咲
く
の
が
見
え
な
い
』こ

と
が
眼
に
見
え
て
い
る
、
彼
。」
と
い
っ
た
内
容（

7
）

だ
が
、
「
彼
」
と
は
「
死
人
を
常
に
解
剖
し
て
い
る
Ｋ
博
士
」
の
こ
と
で
あ
る

と
同
時
に
、
「
大
変
鋭
い
眼
を
し
て
い
る
の
で
、
『
墓
の
中
の
死
者
＝
「
私
」
に
は
も
う
、
花
が
咲
く
の
が
見
え
な
い
』
こ
と
が
眼

に
見
え
て
い
る
、
〈
私
〉。」
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
a
私
b
に
置
き
換
え
た
句
が
、
先
に
述
べ
た
「
テ
ク
ス
ト
総
体
の
語
り
手

〈
私
〉
は
、
そ
れ
ま
で
寄
り
添
っ
て
い
た
「
私
」
を
、
カ
ッ
コ
に
括
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
と
同
じ
よ
う
に
、
『
花
が
咲
く
の
が
見
え

な
い
死
者
＝
「
眼
に
見
え
た
虱
」
と
し
て
の
「
私
」』
を
カ
ッ
コ
に
括
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
し
て
「
も
う

君
も
あ
ま
り
死
人
を
見
な
い
や
う
に
心
掛
け
な
い
と
、
花
は
い
つ
ま
で
た
つ
た
つ
て
咲
か
な
い
よ
。」
と
Ｋ
博
士
に
言
わ
れ
て
（
こ

れ
は「
死
人
係
り
な
ど
や
っ
て
い
た
っ
て
出
世
し
な
い
よ
」
程
度
の
軽
い
気
持
ち
の
言
葉
で
あ
ろ
う
が
）、
〈
私
〉は
そ
の
言
葉
か
ら
、

「
墓
の
中
の
死
者
」
と
「
私
」
と
を
結
び
付
け
て
い
る
の
が
、
た
だ
、
そ
れ
を
見
る
〈
私
〉
の
ま
な
ざ
し
に
基
づ
く
も
の
で
し
か
な

い
こ
と
を
知
る
。
こ
の
こ
と
は
、
言
い
換
え
る
な
ら
、
語
り
手
の
〈
私
〉
は
そ
の
機
能
に
お
い
て
、
語
る
対
象
の
「
私
」
を
自
由

に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
語
る
〈
私
〉
と
語
ら
れ
る
「
私
」
と
を
つ
な
ぐ
約
束
事
が
、
語
る
〈
私
〉
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
こ
こ
で
の
「
光
明
」
を
語
り
の
問
題
と
し
て
読
み
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
意
味
で
あ
る
。

こ
の
見
方
か
ら
「
厭
世
主
義
」
を
捉
え
直
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
テ
ク
ス
ト
内
に
あ
る
「
私
」
の
時
間
的
・
空
間
的
・
肉
体
的
束
縛
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に
、
語
り
手
の
〈
私
〉
ま
で
が
囚
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
作
中
作
の
【
眼
に
見
え
た
虱
】
の
中
の
「
私
」

を
カ
ッ
コ
に
括
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
そ
の
よ
う
な
「
厭
世
主
義
」
か
ら
、
あ
る
い
は
「
自
己
の
生
を
小
説
と
い
う

か
た
ち
で
相
対
化
し
、
そ
れ
を
第
三
者
か
ら
批
評
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
る
「
生
」
を
見
出
そ
う
と
す
る
」「
横
光
利
一
に
お
け

る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
の
仕
方
」
と
い
っ
た
見
方（

8
）

か
ら
、
鮮
や
か
に
機
能
と
し
て
の
〈
私
〉
を
解
き
放
っ
て
い
る
。（

9
）

４
、
〈「
眼
に
見
え
た
虱
」
／
「
眼
に
見
え
ぬ
虱
」〉
―
―
〈
私
〉
の
機
能
性

　「
眼
に
見
え
た
虱
」
の
冒
頭
は
、
一
見
「
私
」
が
ど
こ
に
い
る
の
か
迷
う
よ
う
な
書
き
出
し
で
あ
る
。

　
避
暑
期
の
都
会
は
さ
び
れ
て
来
た
。

　
人
け
の
な
い
商
店
の
中
で
煽
風
器
が
空
廻
り
を
や
つ
て
ゐ
る
。
軒
を
竝
べ
た
そ
れ
ら
の
店
の
空
巣
の
や
う
な
庭
の
中
を
、
次

か
ら
次
へ
と
風
に
吹
か
れ
て
渡
つ
て
い
つ
た
。
こ
の
昆
虫
の
や
う
な
私
の
動
作
は
思
は
ぬ
幸
福
な
避
暑
で
あ
つ
た
。

　
私
は
い
か
に
困
窮
を
し
よ
う
と
も
、
生
活
に
関
し
て
頭
を
悩
ま
す
こ
と
を
自
分
の
恥
辱
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
。
私
は
生
活
の
楽

し
み
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
〈
一
〉

　
こ
の
冒
頭
の
「
避
暑
期
の
都
会
」
は
、
そ
の
後
の
物
語
内
容
に
お
け
る
い
か
な
る
部
分
に
も
接
続
し
な
い
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
内
の

ど
こ
と
も
結
び
つ
か
な
い
場
所
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
昆
虫
の
や
う
な
私
の
動
作
」で
あ
る
。
こ
の
時
読
者
は
、
「
昆
虫
の
や
う

な
動
作
」
を
し
て
い
る
「
私
」
を
思
い
浮
か
べ
る
（
し
か
し
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
「
動
作
」
な
の
か
？
）
と
同
時
に
、
そ
の
「
昆
虫
の
や

う
な
動
作
」
を
見
て
「
語
っ
て
」
い
る
、
も
う
一
人
の
〈
私
〉
を
読
み
取
る
だ
ろ
う
。
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さ
ら
に
、
続
く
〈
私
〉
の
「
私
は
い
か
に
困
窮
を
し
よ
う
と
も
、
生
活
に
関
し
て
頭
を
悩
ま
す
こ
と
を
自
分
の
恥
辱
だ
と
思
つ
て

ゐ
る
。
私
は
生
活
の
楽
し
み
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
と
い
う
自
己
表
明
は
、
「
昆
虫
の
や
う
な
動
作
」
を
し
て
い
る
「
私
」
と
、
一

体
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
の
か
。
両
者
を
結
び
つ
け
て
い
る
の
は
、
た
だ
、
そ
れ
が
〈
私
〉
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。

　
そ
も
そ
も
「
眼
に
見
え
た
虱
」
と
は
、
一
体
誰
の
「
眼
に
見
え
た
虱
」
な
の
か
。
そ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
「〈
私
〉
の
眼
に
見
え

た
」
も
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
秘
密
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
つ
ま
り
、
「
私
」
は

〈
私
〉
に
よ
っ
て
「
眼
に
見
え
た
虱
」
だ
と
語
ら
れ
て
い
る
存
在
だ
が
、
そ
れ
を
語
る
〈
私
〉
は
「
眼
に
見
え
た
虱
」
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
「
昆
虫
の
や
う
な
動
作
」
を
見
つ
め
る
だ
け
の
機
能
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
機
能
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
テ
キ
ス
ト
の
言
説
内

に
存
在
し
、
と
同
時
に
、
〈
私
〉
と
い
う
一
人
称
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
物
語
世
界
内
の
「
私
」
と
同
一
人
物
だ
と
見
な
さ
れ
て
も
い

る
の
だ
。

　
そ
の
よ
う
な
、
「
私
」
で
な
い
〈
私
〉
が
、
〈
二
十
六
〉
の
結
末
部
に
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
来
る
。

　
ふ
と
私
は
、
此
の
汚
れ
た
ハ
ン
カ
チ
の
や
う
な
女
を
、
も
う
一
枚
洗
濯
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
た
。
そ
の
と
き
、

も
う
Ｓ
子
は
私
と
肩
を
竝
べ
て
勇
し
く
街
頭
を
歩
い
て
ゐ
た
。
私
は
汚
れ
た
女
を
洗
へ
ば
洗
ふ
ほ
ど
、
だ
ん
だ
ん
私
だ
け
が
汚

く
な
つ
て
い
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
此
の
眼
に
見
え
た
虱
の
中
の
、
見
え
な
い
奴
も
。
と
、
私
の
一
歩
一
歩
は
、
ホ
ル
マ
リ

ン
の
池
の
中
へ
ず
る
ず
る
辷
り
込
む
た
め
に
動
い
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
て
来
て
な
ら
な
か
つ
た
。
が
、
私
は
も
う
私
を
捨
て

ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
私
を
認
め
て
は
な
ら
ぬ
。
私
は
一
発
の
弾
丸
の
や
う
に
、
私
を
し
て
か
く
無
力
な
ら
し
め
て
ゐ
る「
眼
に

見
え
ぬ
虱
」
を
射
殺
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
た
。
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な
ぜ
語
り
手
の
〈
私
〉
は
、
最
後
に
な
っ
て
「
私
は
も
う
私
を
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
」「
私
は
私
を
認
め
て
は
な
ら
ぬ
」
と
、
語
り

出
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
私
を
し
て
か
く
無
力
な
ら
し
め
て
ゐ
る
」「
眼
に
見
え
ぬ
虱
」
と
は
、
た
と
え
ば
玉
村
周
氏
の
言
う

よ
う
な
「
私
の
奥
そ
こ
に
潜
む
《
私
》、
つ
ま
り
、
自
意
識
と
い
っ
た
も
の
」（

10
）

な
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
こ
の
傍
線
部
全
体
が
、

「
自
意
識
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
疑
問
に
答
え
る
に
は
、
こ
れ
が
肉
体
を
持
っ
た
「
私
」（
玉
村
氏
の
言
う

「
奥
そ
こ
」
が
あ
る
私
）
で
は
な
い
、
あ
く
ま
で
機
能
と
し
て
の
〈
私
〉
の
自
作
自
演
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
強
調
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
「
此
の
眼
に
見
え
た
虱
の
中
の
、
見
え
な
い
奴
」、
あ
る
い
は
「
眼
に
見
え
ぬ
虱
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
は

「
眼
に
見
え
た
虱
」
と
「
私
」
を
語
り
続
け
て
い
た
〈
私
〉
以
外
に
あ
り
え
な
い
。
（
そ
し
て
「
眼
に
見
え
た
虱
」
の
中
に
「
見
え
な
い

奴
」
が
い
る
な
ど
と
語
る
こ
と
は
、
そ
の
指
示
対
象
「
私
」
の
「
眼
に
見
え
た
虱
」
性
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
）
だ
か
ら
「
一
発
の
弾

丸
」
も
〈
私
〉
で
あ
り
、
「
眼
に
見
え
ぬ
虱
」
も
〈
私
〉
で
あ
り
、
〈
私
〉
が
〈
私
〉
を
「
射
殺
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
―
―
「
私

は
も
う
私
を
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
」「
私
は
私
を
認
め
て
は
な
ら
ぬ
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
「
自
己
否
定
」
と
い
っ

た
も
の
で
も
な
い
。
（
自
己
否
定
は
〈
私
〉
が
「
私
」
を
否
定
す
る
こ
と
だ
）
こ
れ
は
語
ら
れ
る
対
象
と
し
て
の
「
私
」
を
失
っ
た
語
り

手
の
〈
私
〉
が
（「
私
」
は
Ｓ
子
と
共
に
物
語
世
界
か
ら
退
場
し
た
よ
う
だ
）
、
い
わ
ば
取
り
残
さ
れ
て
、
本
来
〈
私
〉
は
こ
こ
に
い
て
は

い
け
な
い
の
だ
と
、
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
末
は
、
今
ま
で
語
ら
れ
て
来
た
物
語
の
ゆ
く
え
よ
り
も
、
「
眼
に

見
え
ぬ
虱
」
＝
〈
私
〉
の
存
在
の
方
が
重
要
な
の
だ
と
、
わ
れ
わ
れ
に
告
げ
て
い
る
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
の

A

「
内
容
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
一
人
称
の
「
語
り
」
の
機
能
―
―
妻
の
不
貞
に
苦
悩
す
る
夫
の
物
語
や
、
ホ

A

ル
マ
リ
ン
漬
け
の
死
体
に
自
分
を
見
出
し
て
し
ま
う
男
の
物
語
や
、
「
自
己
の
生
」
を
小
説
化
す
る
こ
と
で
「
厭
世
主
義
」
を
乗
り

A
A

越
え
よ
う
と
す
る
作
家
の
物
語
を
、
ナ
ン
セ
ン
ス
の
中
に
解
き
放
つ
力
―
―
に
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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注

（
１
）
　
曽
根
博
義
「
フ
ロ
イ
ト
の
紹
介
と
影
響
―
―
新
心
理
主
義
成
立
の
背
景
―
―
」
（
『
昭
和
文
学
の
諸
問
題
』
昭
和
五
四
年
五
月
、
笠
間
書
院
発

行
、
所
収
）
九
四
〜
九
五
頁
。

（
２
）
　
ほ
ぼ
こ
れ
は
『
上
海
』
以
前
の
横
光
作
品
の
全
体
で
あ
り
、
「
眼
に
見
え
た
虱
」
は
そ
の
中
で
、
一
人
称
小
説
一
五
編
の
最
後
に
位
置
し
て
い

る
。

（
３
）
　
大
正
一
四
年
五
月
「
文
芸
春
秋
」
掲
載
の
エ
ッ
セ
イ
「
ユ
ー
モ
ラ
ス
・
ス
ト
オ
リ
イ
」
の
冒
頭
、
「
モ
ー
ラ
ン
」
と
題
し
た
章
で
横
光
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
新
潮
四
月
号
に
於
て
生
田
長
江
氏
は
私
の
近
作
と
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
の
表
現
技
巧
と
が
少
か
ら
ず
共
通
し
て
ゐ
る
と
云
つ
て
ゐ
ら
れ
る
。

だ
が
、
私
は
モ
ー
ラ
ン
の
感
覚
描
写
に
は
さ
し
て
感
心
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
描
写
は
今
に
行
き
づ
ま
り
が
来
る
に
相
違
な
い
。

何
ぜ
か
と
云
へ
ば
、
「
夜
ひ
ら
く
」
の
全
篇
は
一
人
称
で
あ
る
か
ら
だ
。
一
人
称
で
あ
る
が
故
に
あ
の
全
篇
は
あ
れ
ほ
ど
も
新
鮮
に
感
覚
的

に
な
つ
た
と
思
ふ
。
も
し
も
モ
ー
ラ
ン
が
三
人
称
で
書
き
出
し
て
、
「
夜
ひ
ら
く
」
に
於
け
る
が
如
き
新
鮮
な
感
覚
を
出
し
始
め
た
ら
、
そ

の
と
き
一
つ
私
も
彼
の
真
似
を
し
た
い
も
の
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
。

（
４
）
　
こ
れ
は
つ
ま
り
「
眼
に
見
え
た
虱
」
執
筆
時
の
昭
和
二
年
末
よ
り
、
「
鳥
」
執
筆
時
の
昭
和
五
年
初
頭
ま
で
、
横
光
は
一
人
称
小
説
へ
の
方
向

転
換
を
水
面
下
で
用
意
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
は
形
式
主
義
文
学
論
争
や
『
上
海
』
執
筆
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
「
水
面

上
」
の
動
き
と
、
一
人
称
指
向
へ
の
転
換
と
い
う
「
水
面
下
」
と
の
関
連
は
、
今
後
改
め
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
５
）
　
「
眼
に
見
え
た
虱
」
の
本
文
の
引
用
は
全
て
『
全
集
』
第
二
巻
に
拠
る
。
な
お
本
文
中
の
漢
字
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。

（
６
）
　
小
森
陽
一
「
文
字
・
身
体
・
象
徴
交
換
―
―
流
動
体
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
『
上
海
』
―
―
」
（
『
構
造
と
し
て
の
語
り
』
昭
和
六
三
年
四
月
、
新

曜
社
発
行
、
所
収
）
五
二
三
頁
。

（
７
）
　
宮
口
典
之
「
横
光
利
一
『
眼
に
見
え
た
虱
』
論
」
（
「
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
」
平
成
八
年
七
月
、
第
七
八
号
）
の
注
に
は
、
「
汝
の
目
の

あ
ま
り
に
鋭
か
ら
ん
こ
と
を
望
む
な
か
れ
。
何
と
な
れ
ば
汝
に
し
て
一
た
び
地
中
の
死
者
を
見
る
こ
と
あ
ら
ん
か
、
汝
は
再
び
花
を
見
る
こ
と
な

け
れ
ば
な
り
」
と
い
う
高
橋
穣
訳
『
エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
心
理
学
』
（
冨
山
房
、
大
元
、
一
二
）
の
訳
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
文
に
限
っ

て
言
え
ば
「
〜
で
あ
る
、
彼
。
」
と
い
う
体
言
止
め
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
丸
山
伸
子
氏
の
教
示
に
よ
る
。

（
８
）
　
神
谷
忠
孝
「
眼
の
衰
弱
―
―
『
眼
に
見
え
た
虱
』
―
―
」
（
『
横
光
利
一
論
』
昭
和
五
三
年
一
〇
月
、
双
文
社
出
版
発
行
、
所
収
）
一
〇
七
〜
一
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〇
八
頁
。

（
９
）
　
小
森
氏
は
、
「
価
値
観
の
変
換
と
ナ
ン
セ
ン
ス
文
学
」
（
「
国
文
学
」
昭
和
六
二
年
八
月
、
第
三
二
巻
一
〇
号
）
の
中
で
「
状
況
や
人
間
関
係

が
変
化
す
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
意
識
を
呪
縛
し
、
決
し
て
逃
が
れ
ら
れ
な
い
か
の
よ
う
に
思
え
た
規
範
的
価
値
基
準
も
、
一
瞬
の
う
ち
に
転
倒
し
た

り
通
用
し
な
く
な
る
と
い
う
ド
ラ
マ
は
、
病
妻
も
の
を
含
め
た
初
期
横
光
の
全
て
の
作
品
に
通
底
し
て
い
る
。
こ
の
立
場
は
筋
立
て
の
レ
ベ
ル
だ

け
で
な
く
、
文
体
と
表
現
に
お
い
て
も
実
践
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
眼
に
見
え
た
虱
」
、
あ
る
い
は
「
鳥
」
に
お
い
て
も
、

こ
の
種
の
「
転
倒
」
が
は
っ
き
り
見
ら
れ
る
。
そ
の
「
転
倒
」
を
生
む
ひ
と
つ
の
大
き
な
要
素
と
し
て
、
こ
こ
で
は
一
人
称
の
語
り
手
〈
私
〉
の

機
能
を
考
え
て
い
る
。

（
10
）
　
玉
村
周
「
『
眼
に
見
え
た
虱
』
そ
の
他
―
―
〈
街
〉
の
中
で
―
―
」
（
『
横
光
利
一
』
平
成
四
年
一
月
、
明
治
書
院
発
行
、
所
収
）
一
四
五
頁
。

　
　

（
日
本
語
日
本
文
学
科
　
非
常
勤
講
師
）


